
校内支援体制の整備・充実に向けた校長の役割

～第１回管理職のための特別支援教育に関する研修会～

2024年6月12日

全日本特別支援教育研究連盟研究部長
（前東京都調布市立飛田給小学校長）

山中ともえ



1 全国の特別支援教育の現状

2 校内の支援体制の確立

3 指導や配慮の工夫と継続

4 個別最適化に向けたICTの活用

5 通級による指導の活用

6 特別支援学級の教育の充実

7 その他



１ 全国の特別支援教育の現状
～特別支援学級の児童生徒の推移（学校基本調査より）～
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学級数 32,432 3,159 2,968 558 1,401 687 35,515 76,720
在籍者数 156,661 4,539 4,706 638 1,945 1,331 183,618 353,438

R3年度



１ 全国の特別支援教育の現状
～特別支援学級児童生徒の障害種割合（学校基本調査より）～
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１ 全国の特別支援教育の現状
～通級による指導を受ける児童生徒の推移（学校基本調査より）～
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東京都の場合
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特別支援教育を受ける児童生徒の割合
（義務教育段階）

全国 令和４年度

特別支援学校 0.9％

特別支援学級 3.7％ 6.5％（10年前の2.0倍）

通級による指導 1.9％

東京都 令和４年度
 特別支援学校 1.0％

 特別支援学級 1.5％ 6.7％（10年前の1.5倍）

 通級による指導 4.2％



２ 校内支援体制の確立

通常の学級における
全体的な配慮・指導

通常の学級における
個別的な配慮・指導

支援員の活用

補習や個別指導の活用

通級指導の活用

校内委員会

校内の実情に

応じたシステム
の構築



分 担 担 当

学校全体の特別支援教育の推進

児童実態把握・校内委員会（ケース会議）調整

特別支援教育関係校内研修会企画・運営

巡回相談調整、外部関係機関との連携

個別の教育支援計画・個別の指導計画管理

合理的配慮の検討

学習支援体制（企画・連絡調整・支援員配置）調整

通級指導教室入級・退級関係

特別支援学校・特別支援学級との交流調整

校内環境調整

市内特別支援教育関係委員会

役割分担の
明確化

（1）特別支援教育部の役割分担の例



（２）特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの業務の例

月 内 容

４ ・児童の実態の把握、支援や指導の検討
・配慮を要する児童一覧表作成
・個別の教育支援計画・個別の指導計画作成（２～６年）
・新１年生の実態把握
・支援員の体制作り、補習・個別指導時間割作成

５ ・個別の教育支援計画・個別の指導計画作成（１年）
・補習教室開始
・新１年生の巡回相談

６ ・個別の教育支援計画・個別の指導計画について内容確認
・巡回相談

７、８ ・保護者面談、１学期の評価、２学期の計画
・保護者面談の結果把握
・支援員の体制見直し
・個別指導・補習教室の対象児童の見直し
・特別支援教育研修会開催

いつ頃何をす
るか計画性を

もって



（3）校内のサポート体制の活用

～支援員の活用～

支援員  スクールカウンセラー  ボランティア

現在の学校には、
様々な人が配置さ
れるようになりました。
それらの人の効果
的な役割分担がで
きていますか。



（4）子供の力を補う場の活用

～支援員の活用～

学習支援（読み書き）  補習 算数少人数

保護者や外部の人の
力を借りたり、すきま
時間を見つけて少し
時間を作りましょう



（5）関係機関との連携

教育相談所 特別支援学校

スクール
カウンセラー

子ども家庭支援
センター

学校
放課後等
デイサービス

通級指導

児童相談所巡回相談員

医療機関

地域内にある様々な
機関を知り、連携を図

りましょう



3 指導や配慮の工夫と継続
（１）分かりやすい授業 ～全体的な配慮・指導～

 ユニバーサルデザインの視点
に基づいた授業づくり の例

校内でアイデア
を出し合い、教
材を共有してい

ますか



 教材の工夫  個に応じた配慮個別指導

（２）個別の指導や手立ての工夫
～個別的な配慮・指導～

本人や保護者と
確認しながら個別
の配慮や指導を
考えていますか



（3）合理的配慮の提供

～個別的な配慮・指導～

タブレットの
使用

机・椅子の
雑音の軽減

１行ものさし
（スリット）

体幹を支
える椅子

スラッシュ
記入

本人や保護者と確
認したことを、個別
の教育支援計画に
記入し、次の学年に
継続していますか



4 個別最適化に向けたICT機器の活用
～個別的な配慮・指導～

書くことや、記憶
しておくことが苦
手な子の使い方
を工夫していま

すか



5 通級による指導の活用
～通級指導～

 小集団指導  個別指導

通級指導を理解
するとともに、通
級担当者と効率
的な連携を図り

ましょう



（1）通級指導のカリキュラム・マネジメント

◆ 教科横断的な視点

・自立活動の内容

・障害の特性を把握した個別の指導計画の作成

◆ ＰDCAサイクル

・個別の指導計画の作成・評価の在り方

・在籍学級、保護者との連携

◆ 人的・物的資源の活用

・関係専門機関の把握と連携

・基礎的環境整備の把握と充実



6 特別支援学級の教育の充実
特別支援学校の学習
指導要領をよく理解し
ておくことが大切です



（１）特別支援学級のカリキュラム・マネジメント

◆ 教科横断的な視点

・教科指導の関連、教科等を合わせた指導

・学年や障害の状態を考慮した年間計画

◆ PDCAサイクル

・保護者にも伝わりやすい評価の在り方

・観点別評価の視点

◆ 人的・物的資源の活用

・地域や外部資源の把握と活用

・通常の学級との交流及び共同学習の拡充



（2）交流及び共同学習の充実
インクルーシブ教育
システムに向けて、ま
すます交流及び共同
学習は大切です



7 その他
（1）働き方改革の視点

◆ 校内支援体制の見直し

・個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成・活用・保管

・支援員等の役割分担

・特別支援学級や通級による指導担当教員の配置

・実態把握の方法等

◆ 関係機関との連携

・連携の内容・方法

◆ 校務のＩＣＴ化



（2）周囲の理解推進

各教科

特別活動

総合的な学習

の時間

道 徳

共生社会への鍵



（3）障害者理解教育の全体計画の例



（4）障害者理解教育 年間計画の例 ～第４学年～

体育：自己の課題を見付け，友達に伝える。誰とでも仲よく運動したり，友達の考えを認めたりする。
外国語活動：言語やその背景にある文化に対する理解を深め，相手に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする。

学級活動・児童会活動（代表委員会）・クラブ活動・縦割り活動・学校行事：各活動を通して，自分の得意なことを伸ばしたり，苦手なことを克服したりしながら
自己理解を深めるとともに，友達や他学年との関わりを通して他者理解・相互理解を深める。



（5） 教員研修の充実

特別支援学級や通級指導担当教諭の研修

通常の学級の教員の研修

＊都道府県教育委員会主催

＊市町村教育委員会主催

＊各学校の校内研修

＊独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

＊独立行政法人国立リハビリテーションセンター 等

専門性向上
は必須



全国特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会発行



質問等がありましたら・・・

yamayt@jcom.zaq.ne.jp
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